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093-921-0747 

雨
あ
が
り 

 

昨
年
３
月
に
講
師
を
辞
め
て
１

年
間
無
職
。
今
年
２
月
に
、
北
九

州
市
の
会
計
年
度
任
用
職
員
に
な

る
校
務
員
と
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー

ト
・
ス
タ
ッ
フ
の
採
用
試
験
を
受

け
る
も
、
不
合
格
。
３
月
に
県
の

講
師
に
登
録
す
る
こ
と
に
決
め
、

京
築
教
育
事
務
所
に
手
続
き
を
し

た
。
す
る
と
、
次
の
日
に
事
務
所

か
ら
電
話
連
絡
が
あ
り
、
即
面
接

（
早
い
！
）
。
面
接
官
か
ら
の
最
初

の
一
言
は
「
中
学
校
の
英
語
の
常

勤
講
師
は
ど
う
で
す
か
？
」。
「
免

許
は
持
っ
て
い
ま
す
が
、
ず
っ
と

小
学
校
し
か
経
験
あ
り
ま
せ
ん
の

で
」
と
断
る
と
、「
小
学
校
の
常
勤

講
師
は
ど
う
で
す
か
？
」
。「
担
任

と
か
毎
日
出
勤
す
る
の
は…

」
と

渋
る
と
、「
で
は
、
非
常
勤
で
小
学

校
の
英
語
の
専
科
で
！
」
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
苅
田
町
の
小
学
校

で
週
１
８
時
間
（
授
業
１
２
時
間
）

英
語
の
専
科
教
員
と
し
て
働
く
こ

と
に
な
っ
た
。 

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
に
現
在
学
校
は
休

校
。
職
員
に
は
「
英
語
の
免
許
は

持
っ
て
い
ま
す
が
、
ペ
ー
パ
ー
ド

ラ
イ
バ
ー
で
す
」
と
挨
拶
し
て
、

不
安
が
ら
せ
て
し
ま
っ
た
？
自
分

用
の
パ
ソ
コ
ン
が
ま
だ
用
意
さ
れ

て
お
ら
ず
、
５
、
６
年
生
の
ソ
フ

ト
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
も
出
来
な

い
。
北
九
以
外
の
地
で
非
常
勤
講

師
、
小
学
校
英
語
の
専
科
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
な
ど
初
め
て
尽

く
し
の
新
年
度
。
時
給
制
な
の
で
、

学
校
に
行
っ
て
仕
事
を
し
な
い
と

賃
金
が
貰
え
な
い
！
（
大
） 
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（リニューアルしました） 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
に
向
け
中
央
メ
ー
デ
ー

実
行
委
員
会
は
、
常
任
実
行
委
員

会
・
事
務
局
合
同
会
議
等
で
の
議
論

を
踏
ま
え
左
記
の
よ
う
な
「
基
本
方

針
」
を
確
認
し
ま
し
た
の
で
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

中
央
メ
ー
デ
ー
実
行
委
員
会
か

ら
文
章
が
届
い
て
い
ま
す
。
以
下
集

会
の
運
営
内
容
は
、 

(

１)
全
労
連
会
館
２
階
ホ
ー
ル
を

メ
ー
デ
ー
会
場
と
し
、
メ
ー
デ
ー
実

行
委
員
会
及
び
集
会
ス
タ
ッ
フ
の

み
と
す
る
。 

(

２)

今
回
の
第
９
１
回
中
央
メ
ー

デ
ー
は
、
①
先
人
た
ち
に
よ
っ
て

「
た
た
か
う
メ
ー
デ
ー
」
と
し
て
継

承
さ
れ
て
き
た
メ
ー
デ
ー
の
１
０

０
年
を
祝
い
、
同
時
に
新
た
な
世
紀

に
向
け
た
メ
ー
デ
ー
と
し
て
発
展

さ
せ
て
い
く
、
②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
も
と
で
「
雇
用
・

営
業
を
守
る
メ
ー
デ
ー
」
と
し
て
、

政
府
に
対
し
「
自
粛
と
補
償
」
一
体

の
大
型
補
正
予
算
実
現
、
医
療
提
供

体
制
の
拡
充
を
求
め
て
、
内
外
に
発

信
し
て
い
く
、
こ
の
２
点
を
位
置
づ

け
て
い
く
。 

(

３)

集
会
全
体
を
大
幅
に
短
縮
す

る
。 

(

４)

世
界
の
労
働
者
と
連
帯
す
る

メ
ー
デ
ー
と
し
て
、
メ
ー
デ
ー
当

日
以
前
に
コ
ン
テ
ン
ツ
映
像
等
の

作
成
と
配
信
、
当
日
の
集
会
の
Ｌ

Ｉ
Ｖ
Ｅ
中
継
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
を
強

め
て
い
く
。 

(

５)

今
回
は
中
央
集
会
参
加
型
で

な
く
、
メ
ー
デ
ー
当
日
、
職
場
・

地
域
で
実
情
に
応
じ
た
取
り
組
み

を
計
画
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
等
に
発
信
し

て
も
ら
う
よ
う
協
力
を
要
請
し
て

い
く
。 

※
全
労
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ｈ
ｐ

ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．
ｚ
ｅ
ｎ
ｒ
ｏ

ｒ
ｅ
ｎ
．
ｇ
ｒ
．
ｊ
ｐ
に
メ
ー
デ

ー
特
設
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。 

【
第
９
１
回 

福
岡
県
統
一
メ
ー
デ
ー
は…

】 

 
第
９
１
回
メ
ー
デ
ー
は
今
回
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
の
た

め
集
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
重
苦
し
い
状
況
の
中
だ

か
ら
こ
そ
、
み
ん
な
つ
な
が
り
、

一
体
感
を
持
つ
取
り
組
み
が
必
要

と
考
え
、
す
べ
て
の
労
働
者
が
参

加
で
き
る
取
り
組
み
を
行
い
ま

す
。 

 

Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
一
人
一
人
の
要
求

や
夢
を
出
し
合
う
第
９
１
回
メ
ー

デ
ー
「
ｅ-

Ｍ
ａ
ｙ 

Ｄ
ａ
ｙ
２
０

第
９
１
回
中
央
メ
ー
デ
ー
は
開
催
！
（
お
う
ち
で
メ
ー
デ
ー
参
加
を
！
） 

２
０
」
の
開
催
を
、
関
係
組
合
を

含
め
た
労
働
者
へ
呼
び
か
け
て
い

き
ま
す
。 

 

イ
ベ
ン
ト
名
は 

「
ｅ-

Ｍ
ａ
ｙ 

Ｄ
ａ
ｙ 

２
０
２
０
」

と
し
、
使
用
す
る
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ

と
し
て
、 

＃
Ｍ
ａ
ｙ 

Ｄ
ａ
ｙ
２
０
２
０
、

＃
メ
ー
デ
ー
２
０
２
０
、
＃
メ
ー

デ
ー
１
０
０
年
。 

 

開
催
日
時
は
、
５
月
１
日
（
金
）

１
２
時
か
ら
１
３
時
を
中
心
と
し

た
休
憩
時
間
と
し
ま
す
。 

 

第
９
１
回
メ
ー
デ
ー
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
、 

 

・
８
時
間
働
い
て
普
通
に
暮
ら

せ
る
賃
金 

働
く
ル
ー
ル
の
確
立 

 

・
な
く
せ
貧
困
と
格
差 

大
幅

賃
上
げ 

底
上
げ
で
景
気
回
復
と

地
域
活
性
化 

 

・
め
ざ
せ
最
賃
１
５
０
０
円 

全
国
一
律
最
賃
制
の
実
現 

 

参
加
方
法
は
、
自
分
自
身
の
休
憩

時
間
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
［
ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ

ｒ
］
／
［
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
］
）

な
ど
を
使
用
し
て
自
分
の
要
求
な

ど
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
。 

 

目
標
は
、ト
レ
ン
ド
入
り
を
目
指

す
た
め
、
１
万
以
上
の
つ
ぶ
や
き

を
め
ざ
す
。
全
国
に
も
呼
び
か
け

て
い
く
。 

mailto:ｋ_roren@ybb.ne.jp


                             

                             

                             

                             

                             

２０２０年４月２１日 北九州地区労連ニュースＮＯ１６２（２） 

第
９
１
回
北
九
州
統
一
メ
ー
デ
ー 

中
止
！ 

第
９
１
回
北
九
州
統
一
メ
ー
デ

ー
実
行
委
員
会
（
永
冨
雅
生
議
長
）

は
、
３
月
２
３
日
第
１
回
実
行
委
員

会
を
開
き
、
第
９
１
回
北
九
州
統
一

メ
ー
デ
ー
を
５
月
１
日
（
金
）
１
０

時
か
ら
小
倉
北
区
図
書
館
横
広
場

で
開
催
す
る
こ
と
を
満
場
一
致
で

確
認
し
ま
し
た
。 

実
行
委
員
会
に
は
１
５
団
体
２

１
人
が
参
加
し
、
開
会
前
に
北
九
州

の
う
た
ご
え
堤
さ
ん
の
歌
唱
指
導

で
、
「
全
国
一
律
最
賃
音
頭
」
「
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
の
２
曲
を
元

気
い
っ
ぱ
い
会
場
に
響
か
せ
た
後
、

永
冨
議
長
挨
拶
、
そ
の
後
永
吉
事
務

新
生
物
流
不
当
解
雇
撤
回
を
求
め
る 

争
議
支
援
行
動
に
参
加
し
ま
し
た 

 

３
月
２
８
日
１
６
時
か
ら
、
全
国

一
般
ユ
ニ
オ
ン
支
部
新
生
物
流
サ

ー
ビ
ス
分
会
の
不
当
解
雇
撤
回
争

議
支
援
行
動
が
八
幡
東
区
前
田
に

あ
る
北
九
州
低
温
輸
送
前
の
道
路

で
開
か
れ
ま
し
た
。
冷
た
い
雨
が
降

る
中
、
ユ
ニ
オ
ン
北
九
州
、
自
治
労

全
国
一
般
、
北
九
州
共
闘
セ
ン
タ

ー
，
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
な
ど
、
北
九
州

地
区
労
連
な
ど
地
域
の
た
た
か
う

仲
間
が
沢
山
参
加
し
ま
し
た
。 

支
援
集
会
は
、
ユ
ニ
オ
ン
北
九
州

の
見
口
さ
ん
の
司
会
で
始
ま
り
、
本

村
委
員
長
か
ら
１
月
１
５
日
に
突

然
の
事
業
場
閉
鎖
、
整
理
解
雇
４
要

件
を
無
視
し
、
３
０
人
の
従
業
員
全

員
解
雇
を
通
告
。
ユ
ニ
オ
ン
北
九
州

に
結
集
す
る
３
人
の
組
合
員
は
不

当
な
解
雇
通
告
に
抗
議
し
ス
ト
ラ

イ
キ
や
就
労
闘
争
を
続
け
、
今
回
で

１
０
回
の
抗
議
、
支
援
集
会
を
決
行

し
て
い
る
こ
と
な
ど
わ
か
り
や
す

く
詳
し
く
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

続
い
て
支
援
者
を
代
表
し
て
自

治
労
全
国
一
般
山
岡
委
員
長
、
北

九
州
共
闘
竹
内
議
長
、
北
九
種
地

区
労
連
永
吉
事
務
局
長
が
、
不
当

な
解
雇
を
撤
回
さ
せ
勝
利
す
る
ま

で
全
力
で
支
援
す
る
決
意
を
表
明

し
ま
し
た
。
そ
の
後
３
人
の
た
た

か
う
仲
間
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
決
意
が

述
べ
ら
れ
、
ユ
ニ
オ
ン
北
九
州
書

記
長
の
音
頭
で
団
結
が
ん
ば
ろ
う

を
三
唱
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。 

 

久
し
ぶ
り
に
胸
の
高
ま
り
を
覚

え
た
支
援
集
会
で
し
た
。 

局
長
が
３
月
６
日
開
催
の
事
務
局

会
議
報
告
と
こ
れ
か
ら
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
レ
ジ
メ
に
基
づ
い
て

提
案
。
協
議
に
入
り
ま
し
た
。 

提
案
の
内
容
は
、
①
開
催
日
程
及

び
会
場
、
②
ス
タ
ー
ト
集
会
に
つ
い

て
、
③
メ
ー
デ
ー
開
催
の
意
義
と
取

り
組
み
、
④
メ
ー
デ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン

（
基
本
ス
ロ
ー
ガ
ン
及
び
サ
ブ
ス

ロ
ー
ガ
ン
）
、
⑤
メ
ー
デ
ー
財
政
、

⑥
運
営
要
綱
と
役
員
体
制
、
⑦
参
加

目
標
と
来
賓
、
⑧
こ
れ
か
ら
の
日
程

な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
が
あ

り
、
参
加
し
た
実
行
委
員
か
ら
質
問

や
意
見
が
沢
山
出
さ
れ
、
満
場
一
致

で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

第
２
回
実
行
委
員
会 

４
月
６
日
（
月
）
１
８
時
３
０

分
か
ら
、
第
９
１
回
北
九
州
統
一

メ
ー
デ
ー
実
行
委
員
会
が
開
か
れ

１
６
団
体
１
９
人
が
参
加
し
ま
し

た
。 

 

実
行
委
員
会
は
、
永
冨
実
行
委

員
長
が
開
会
あ
い
さ
つ
を
お
こ
な

い
、
実
行
委
員
会
へ
の
報
告
・
提

案
は
永
吉
事
務
局
長
が
行
い
ま
し

た
。 

 

永
吉
事
務
局
長
は
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
猛
威
を
振
る

い
、
非
常
事
態
宣
言
が
明
日
に
も

出
さ
れ
る
現
状
を
踏
ま
え
、
「
第

９
１
回
北
九
州
統
一
メ
ー
デ
ー
開

催
を
断
念
す
る
し
か
な
い
。
」
と

苦
渋
の
方
針
（
案
）
を
提
案
し
ま

し
た
。
参
加
実
行
委
員
か
ら
は
、

様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
最
終
的
に
事
務
局
方
針
を
受

け
入
れ
、
第
９
１
回
北
九
州
統
一

メ
ー
デ
ー
の
中
止
を
確
認
し
ま
し

た
。 

 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

や
憲
法
改
悪
を
あ
き
ら
め
て
い
な

い
安
倍
内
閣
の
動
向
を
見
据
え
、

実
行
委
員
会
は
継
続
し
て
残
し
、

引
き
続
き
取
り
組
み
を
強
め
て
い

く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 



                             

                             

                             

                             

                             

２０２０年４月２１日 北九州地区労連ニュースＮＯ１６２（３） 

市
議
会
陳
情  

４
月
１
４
日
（
火
）
１
０
時
か

ら
北
九
州
市
議
会
棟
２
階
第
６
委

員
会
室
で
経
済
港
湾
委
員
会
が
開

か
れ
、
平
和
・
労
働
・
人
権
北
九

州
共
闘
セ
ン
タ
ー
と
北
九
州
地
区

労
連
が
３
月
議
会
に
「
最
低
賃
金

全
国
一
律
１
，
５
０
０
円
以
上
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て
」
の
口
頭
陳
述
が
行
わ
れ
、

平
和
・
労
働
・
人
権
北
九
州
共
闘

セ
ン
タ
ー
竹
内
議
長
と
北
九
州
地

区
労
連
永
吉
事
務
局
長
が
そ
れ
ぞ

れ
を
代
表
し
て
陳
述
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
行
動
は
、
２
０
２
０
年

春
闘
で
立
場
の
違
い
を
乗
り
越
え

共
同
行
動
が
出
来
な
い
か
と
関
係

者
が
集
ま
り
協
議
し
た
結
果
取
り

組
ま
れ
た
も
の
で
す
。 

 

陳
情
の
中
身
は
北
九
州
で
の
共

同
の
広
が
り
を
感
じ
さ
せ
る
も
の

で
ほ
ぼ
同
趣
旨
の
陳
情
と
な
っ
て

い
ま
す
。
委
員
会
で
は
、
陳
情
に

対
す
る
市
と
し
て
の
意
見
を
雇
用

政
策
課
が
述
べ
た
後
、
共
産
党
の

山
内
委
員
と
奥
村
委
員
長
か
ら
質

問
・
意
見
が
出
さ
れ
、
継
続
審
議
と

な
り
ま
し
た
。
（
写
真
は
小
倉
タ
イ

ム
ス
か
ら
） 

 

最
低
賃
金
全
国
一
律
１
，
５
０
０
円
以
上
の
実
現
を
求
め
る 

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て 

共
闘
の
力
で
前
進
を
！ 

 

今
回
の
陳
情
は
、
共
闘
す
る
会

（
仮
称
）
の
話
し
合
い
の
到
達
点

と
し
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。 

共
闘
す
る
会
に
は
、
地
区
労
連

の
ほ
か
北
九
州
共
闘
、
自
治
労
全

国
一
般
、
ユ
ニ
オ
ン
北
九
州
が
参

加
し
て
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
災
害
を
乗
り
越
え
る 

 

な
ん
で
も
相
談
会 

 

４
月
１
８
日
（
土
）
１
９
日
（
日
） 

に
北
九
州
社
会
保
障
推
進
協
議
会

が
中
心
と
な
っ
て
相
談
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
こ
の
相
談
会
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
る
営
業
自
粛
な
ど
に
よ
っ
て
困

っ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
弁
護
士
、

社
会
福
祉
士
、
労
働
問
題
の
専
門
家

な
ど
が
無
料
で
相
談
を
受
け
る
も

の
で
、
全
国
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
し

た
。 

 

北
九
州
地
区
労
連
か
ら
も
安
達

副
議
長
、
永
吉
事
務
局
長
、
道
下
地

域
ユ
ニ
オ
ン
事
務
局
次
長
が
参
加

し
ま
し
た
。
２
日
間
で
２
４
５
件
の

相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
主
な
も

の
は
「
生
活
保
護
受
給
者
だ
が
一
律

１
０
万
円
は
も
ら
え
る
の
か
。
も
ら

っ
た
場
合
は
所
得
と
み
な
さ
れ
て

保
護
の
打
ち
切
り
な
ど
に
つ
な
が

ら
な
い
の
か
。
」
で
し
た
。
も
ち
ろ

ん
自
粛
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
首
に
な

っ
た
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
会
社

に
来
な
く
て
よ
い
と
言
わ
れ
た
、
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
。
な
ど
労
働
に
か

か
わ
る
相
談
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

 

２
日
間
で
延
べ
２
３
名
で
相
談

対
応
に
当
た
り
ま
し
た
。 

緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
外
出

自
粛
や
３
密
を
避
け
る
よ
う
呼
び

か
け
が
あ
る
中
、
４
月
１
９
日

（
日
）
１
４
時
か
ら
小
倉
駅
前
広

場
で
、
平
和
を
あ
き
ら
め
な
い
北

九
州
ネ
ッ
ト
か
ら
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
宣
伝
の
呼
び
か
け
が
あ
り
３
７

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

「
コ
ロ
ナ
に
便
乗
し
た
改
憲
反

対
！
」
「
補
償
な
く
し
て
自
粛
無

し
！
」
「
自
粛
と
補
償
は
セ
ッ
ト

で
！
」「
マ
ス
ク
２
枚 

舐
め
て
ん

の
か
！
」「
生
活
保
障
が
感
染
対
策

だ
！
」
「
止
め
よ
う
！
改
憲
発
議
」

「
病
院
に
マ
ス
ク
と
資
金
援
助

を
！
」「
イ
ベ
ン
ト
キ
ャ
ン
セ
ル
！

国
の
責
任
で
補
填
を
！
」
等
を
掲

げ
て
１
時
間
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
宣

伝
を
行
い
ま
し
た
。 

北
九
州
ネ
ッ
ト 

 

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
宣
伝 



                             

                             

                             

                             

                             

２０２０年４月２１日 北九州地区労連ニュースＮＯ１６２（４） 
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    黒崎合同法律事務所 

       平山 博久 弁護士 

１ 

労
働
契
約
の
中
に
は
い
ろ
ん

な
働
き
方
が
あ
り
、
勤
務
時
間
と

勤
務
時
間
の
合
間
に
仮
眠
を
と

る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

深
夜
労
働
の
場
合
や
長
時
間
労

働
の
場
合
に
よ
く
あ
る
労
働
形

態
で
す
が
、
相
談
を
受
け
て
い
る

中
で
は
、
警
備
員
、
管
理
人
、
ホ

テ
ル
の
フ
ロ
ン
ト
業
務
な
ど
が

こ
れ
に
当
た
る
ケ
ー
ス
が
多
い

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。 

２ 

で
は
、
業
種
を
問
わ
ず
、
仮
眠

し
て
い
る
時
間
は
労
働
時
間
に

当
た
る
か
と
問
わ
れ
た
こ
と
に

対
し
て
あ
な
た
は
ど
う
答
え
ま

す
か
？ 

仮
眠
と
は
い
え
、
仕
事
を
し
て

お
ら
ず
、
寝
て
い
る
の
だ
か
ら
労

働
時
間
で
は
な
い
、
と
い
う
の
が

一
般
的
な
感
覚
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

 
 

し
か
し
、
実
際
の
裁
判
に
お
い

て
は
、
多
く
の
事
例
で
仮
眠
時
間

の
労
働
時
間
性
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 
 

労
働
時
間
の
本
質
か
ら
遡
っ

て
検
討
し
て
み
ま
す
。 

３ 

ま
ず
、
労
働
基
準
法
３
２
条
の

労
働
時
間
と
は
、
「
労
働
者
が
使

用
者
の
指
揮
命
令
下
に
置
か
れ

て
い
る
時
間
」
を
い
い
ま
す
。 

 
 

で
す
か
ら
、
仮
眠
時
間
が
労
働

時
間
で
あ
る
か
を
検
討
す
る
上

で
は
、
実
際
に
寝
て
い
た
か
、
あ

る
い
は
、
寝
る
こ
と
が
で
き
た
か

が
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

仮
眠
時
間
が
労
基
法
上
の
労

働
時
間
に
該
当
す
る
か
否
か
は
、

労
働
者
が
仮
眠
時
間
に
お
い
て

使
用
者
の
指
揮
命
令
下
に
置
か

れ
て
い
た
も
の
と
評
価
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
否
か
に
よ
り
客

観
的
に
定
ま
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。 

 
 

で
は
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
仮

眠
時
間
が
、
使
用
者
の
指
揮
命
令

下
に
置
か
れ
て
い
た
も
の
と
評

価
で
き
る
で
し
ょ
う
か
？ 

 
 

こ
れ
に
対
す
る
答
え
は
一
義

的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 

仮
眠
と
い
っ
て
も
色
々
な
パ

タ
ー
ン
が
あ
る
か
ら
で
す
。 

 
 

た
と
え
ば
、
①
仮
眠
時
間
を
定

め
て
そ
の
時
間
は
し
っ
か
り
寝

る
こ
と
が
で
き
、
途
中
で
起
き
る

必
要
が
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
も

あ
る
で
し
ょ
う
し
、
②
仮
眠
を
と

る
こ
と
は
自
由
で
あ
る
が
、
途
中

で
対
応
の
必
要
が
生
じ
た
場
合

に
は
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
②
の
中
で
も
、
そ

の
対
応
の
必
要
が
生
じ
る
場
合

が
ほ
と
ん
ど
な
い
ケ
ー
ス
と
頻

繁
に
対
応
の
必
要
が
生
ず
る
と

い
う
ケ
ー
ス
に
分
か
れ
そ
う
で

す
。
ま
た
仮
眠
の
場
所
や
服
装
に

よ
っ
て
も
異
な
り
得
ま
す
。 

 
 

こ
の
よ
う
に
、
事
例
ご
と
に
検

討
を
要
し
ま
す
が
、
最
高
裁
は
、

「
仮
眠
時
間
で
あ
っ
て
も
労
働

か
ら
の
解
放
が
保
障
さ
れ
て
い

な
い
場
合
に
は
労
基
法
上
の
労

働
時
間
に
当
た
る
」
と
し
た
上
。

仮
眠
時
間
に
お
い
て
労
働
契
約

上
の
役
務
の
提
供
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
る
場

合
に
は
、
労
働
か
ら
の
解
放
が
保

障
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
労

働
者
は
使
用
者
の
指
揮
命
令
下

に
置
か
れ
て
い
る
」
と
し
て
お
り

ま
す
。 

そ
し
て
、
ビ
ル
の
警
備
員
の
事

案
に
つ
い
て
、
仮
眠
室
に
お
け
る

待
機
と
警
報
や
電
話
等
に
対
し

て
直
ち
に
相
当
の
対
応
を
す
る

こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、

実
作
業
へ
の
従
事
が
そ
の
必
要

が
生
じ
た
場
合
に
限
ら
れ
る
と

し
て
も
、
そ
の
必
要
が
生
じ
る
こ

と
が
皆
無
に
等
し
い
な
ど
実
質

的
に
上
記
の
よ
う
な
義
務
付
け

が
さ
れ
て
い
な
い
と
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
事
情
も
存

し
な
い
か
ら
、
本
件
仮
眠
時
間
は

全
体
と
し
て
労
働
か
ら
の
解
放

が
保
障
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え

ず
、
労
働
契
約
上
の
役
務
の
提
供

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
と
評

価
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
（
平
成

１
４
年
２
月
２
８
日
最
小
一
判
）

と
し
て
、
仮
眠
時
間
を
含
め
て
労

働
時
間
と
判
断
し
ま
し
た
。 

仮
眠
時
間
が
あ
る
多
く
の
ケ

ー
ス
で
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
仮

眠
中
に
窓
口
対
応
、
電
話
対
応
さ

せ
る
た
め
に
あ
え
て
仮
眠
に
し

て
い
る
は
ず
で
す
か
ら
（
そ
う
で

な
い
限
り
、
労
働
終
了
と
し
て
帰

宅
さ
せ
れ
ば
よ
い
は
ず
で
す
）
、

対
応
す
る
必
要
が
ほ
と
ん
ど
な

い
と
い
う
ケ
ー
ス
で
な
い
限
り
、

労
働
時
間
に
当
た
る
と
考
え
て

良
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 


